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昭和60年12月10日 農協だ よ , (Ｚ 

十
一
月
十
九
ロ
（
農
協
法
公
布
記

念
日
）
に
中
標
津
町
菊
の
苑
で
、
根

室
農
業
賞
表
彰
式
が
行
な
わ
れ
た
。

地
域
農
業
振
興
と
発
展
、
組
合
運

営
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
功

績
を
称
え
て
、
酪
農
家
五
人
農
協
職

員
一
人
の
六
人
が
表
彰
さ
れ
た
。

当
農
協
か
ら
は
鈴
木
重
蔵
さ
ん
ご

夫
妻
が
受
賞
さ
れ
た
。

鈴
木
さ
ん
は
、
大
正
七
年
北
見
市

か
ら
自
作
農
を
目
指
し
て
、
両
親
と

共
に
現
在
地
に
入
植
、
爾
来
農
業
に

従
事
す
る
が
有
畜
農
業
に
よ
る
安
定

し
た
農
業
を
確
立
す
べ
く
、
大
正
十

二
年
乳
牛
エ
ア
シ
ャ
ー
種
を
導
入
す

る
。
「
人
づ
く
り
員
草
づ
く
り
」
「
牛
づ

く
り
」
を
座
右
の
銘
と
し
、
徐
々
に

規
模
拡
大
を
図
り
今
日
の
大
型
酪
農

経
営
の
基
盤
を
築
い
た
。

こ
の
間
昭
和
ニ
ト
七
年
に
中
標
津

町
農
業
共
済
組
合
理
事
に
就
任
し
、

六
期
十
八
年
間
の
永
き
に
亘
り
組
合

長
年
の
功
績
を
称

根
室
農
業
賞
受
賞
鈴
木
重
蔵
さ
ん

運
営
の
安
定
向
上
に
務
め
、
地
域
農

業
振
興
と
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ

た
。
ま
た
公
民
館
運
営
零
議
委
員
、

社
会
教
育
委
員
、
開
陽
部
落
連
合
会

会
長
の
公
職
を
全
う
さ
れ
、
現
在
は

農
業
共
済
組
合
損
害
評
価
委
員
会
委

員
、
開
陽
僻
地
保
育
所
々
長
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
る
。
地
域
の
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
指
導
的
役
割
を
果
し
そ
の

功
績
が
認
め
ら
れ
て
受
賞
と
な
っ
た
。

秤
翻
狐
墹
澗
鋼
鞠
搦
農
…
博

え
て
〃

'勇ら

表彰された鈴木重蔵さんご夫妻

本
年
度
の
生
乳
生
産
は
、
全
道
十

月
末
で
前
年
実
績
比
一
○
六
・
○
パ

ー
セ
ン
ト
と
、
高
い
伸
び
を
し
て
お

り
、
年
度
当
初
証
堅
疋
の
販
売
計
画
数

量
を
、
全
道
で
約
六
万
ト
ン
超
過
す

る
見
込
で
丈
一
方
、
消
費
状
況
は

飲
用
乳
が
伸
悩
み
、
製
品
も
バ
タ
ー

は
近
年
に
な
い
大
量
の
過
剰
在
庫
が

見
込
ま
れ
る
な
ど
、
極
め
て
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
Ｕ

こ
の
よ
う
な
情
勢
か
ら
、
今
回
ま

た
全
道
で
全
乳
哺
育
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
過
日
地
区
別
懇

談
会
で
ご
説
明
し
ま
し
た
》
さ
７
に
、

十
二
月
か
ら
実
施
し
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
｛
凡

詣昆
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●
理
事
会
の
経
過
一
「
し
’
’

第
八
回
理
蔓
琢

建
設
雲
蘂
の
牽
葹
に
つ
い
て
。

開
嵯
厄
日
十
一
月
十
二
日
五
、
地
域
農
業
拠
点
整
備
壷
筆
の
実

開
催
場
所
ホ
テ
ル
葵
施
に
つ
い
て
。

〈
議
案
〉

六
澱
粉
粕
脱
水
機
の
現
地
蹴
修
に

『
自
作
農
再
建
整
備
資
金
の
借
入
つ
い
て
。

に
伴
う
条
祥
緩
和
に
つ
い
て
。
七
、
昭
和
六
十
繧
度
の
生
乳
生
産
状

一
一
、
昭
和
六
十
隻
度
団
体
誉
量
地
開
況
と
、
下
期
の
計
駆
二
座
対
策
に

発
整
備
蕊
蘂
（
田
巾
標
津
）
の
変
つ
い
て
。

更
に
つ
い
て
。

〈
報
全
量
項
〉

’
一
一
、
昭
和
六
十
生
度
九
月
末
損
益
統
一
、
九
月
蚕
恥
務
の
状
況
に
つ
い
て
．

制
計
画
に
つ
い
て
。

二
、
｜
日
貯
金
の
実
績
に
つ
い
て
。

四
、
昭
和
五
十
九
錘
度
共
藝
臘
粉
の
一
一
一
、
貯
全
譜
に
よ
る
中
国
旅
行
の
実

精
算
に
つ
い
て
。

施
に
つ
い
て
。

五
、
組
合
員
の
出
資
金
減
口
に
つ
い
四
、
根
室
農
蘂
賞
の
選
考
総
過
に
っ

て
。

い
て
。

六
、
備
品
の
購
入
に
つ
い
て
。
六
、
第
三
回
酪
対
役
員
会
の
経
過
に

糞
隷
案
が
原
案
ど
お
り
決
ま
り
ま
つ
い
て
。

し
た
。

七
、
生
乳
共
販
体
制
強
繩
好
策
費
の

〈
協
議
事
項
〉

設
定
に
つ
い
て
。

「
農
連
の
配
〈
飼
料
取
扱
い
に
っ
八
、
第
八
回
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

い
て
。

共
進
会
の
成
績
に
つ
い
て
。

二
、
全
道
些
繍
主
云
の
参
加
に
つ
い
九
、
て
ん
菜
等
の
価
格
決
定
に
つ
い

て
。

て
。

一
二
、
昭
和
六
十
隼
度
、
組
勘
の
中
間
十
、
澱
粉
工
場
操
業
に
つ
い
て
。

協
議
に
つ
い
て
。

＋
｜
、
雰
菌
人
工
授
繧
鬘
業
の
概
要
に

四
、
中
標
津
空
港
ジ
ェ
ッ
ト
化
に
伴
つ
い
て
。

う
移
転
農
家
の
公
社
誉
爵
産
基
地
士
一
、
販
壷
曇
業
の
概
要
に
つ
い
て
。

伝P、

長年の功績を称えて〃
鱒



(3)農協だ よ , 昭和60年12月１０日

九
月
下
旬
、
中
標
津
乳
牛
改
良
同

志
会
よ
り
、
私
と
、
富
沢
、
土
井
上

田
中
の
各
氏
と
職
員
二
名
で
、
岡
山

県
賀
陽
町
農
協
と
愛
知
県
の
吉
良
横

須
賀
農
協
の
二
農
協
を
訪
れ
、
酪
農

情
勢
等
を
含
め
第
二
回
目
の
府
県
の

梢
流
地
視
察
と
、
追
跡
調
査
、
拡
販

に
行
っ
て
参
り
ま
し
た
の
で
ご
報
告

い
た
し
ま
Ｔ

岡
山
県
賀
陽
町
農
協
は
、
酪
農
を

始
め
て
三
十
二
年
の
歴
史
が
あ
り
、

農
協
に
酪
農
部
が
出
来
て
二
十
年
と

の
こ
と
で
し
た
。

中
標
津
の
乳
牛
を
導
入
し
て
三
年

目
、
そ
の
成
果
が
問
わ
れ
る
時
期
が

来
て
い
ま
す
。

販
売
物
の
取
り
扱
い
高
に
お
い
て

も
、
畜
産
物
は
米
と
並
ぶ
町
の
基
幹

産
業
と
な
っ
て
お
り
、
酪
農
家
戸
数

七
十
戸
、
平
均
乳
量
五
、
六
五
○
陀

乳
量
で
は
津
山
・
岡
川
に
次
い
で
大

き
く
伸
び
つ
つ
あ
る
所
で
｛
し

農
協
酪
農
部
会
員
（
二
○
人
参
加
〉

府
県
購
買
牛
追
跡
調
査
報
告

府
県
で
は
足
腰
が
強
靭
で
、
泌
乳
能
力
の
高
い
牛
を
〃

と
交
流
の
場
を
持
ち
、
当
農
協
か
ら

持
参
し
た
ス
ラ
イ
ド
、
八
ミ
リ
等
で

Ｐ
Ｒ
に
努
め
、
以
前
の
体
型
主
体
の

改
良
か
ら
能
力
重
視
の
改
良
等
の
意

見
交
換
を
夜
退
く
ま
で
交
わ
し
、
有

意
義
な
一
夜
を
過
ご
し
ま
し
た
。

翌
日
は
、
八
戸
の
酪
農
家
を
見
せ

て
頂
き
ま
し
た
が
、
｜
歩
牛
舎
に
入

る
と
放
牧
型
草
地
酪
農
地
帯
で
育
っ

た
牛
は
足
腰
が
丈
夫
で
肋
張
り
が
あ

り
目
に
つ
き
ま
す
、
聞
く
と
「
中
標

津
産
で
す
」
と
の
事
、
自
家
生
産
牛

は
耕
作
而
積
が
少
い
為
か
、
粗
飼
料
、

中
標
津
乳
牛
改
良
同
志
会
副
会
長
横
田
好
一

存可

賀陽町農協酪農部の叩宿:施設
｡ 

迫
田

運
動
不
足
、
体
積
不
足
と
肋
張
り
に

欠
点
が
あ
り
差
が
火
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
を
補
う
為
に
も
中
標
津
の
牛
、

体
高
百
三
十
五
～
百
四
十
セ
ン
チ
、

胸
囲
百
一
八
十
五
－
二
百
セ
ン
チ
程
度

で
粗
飼
料
を
十
分
に
食
わ
し
胃
袋
の

発
達
し
た
、
足
腰
が
丈
夫
で
乳
器
の

し
っ
か
り
し
た
泌
乳
能
力
の
高
い
牛

を
希
望
し
て
い
ま
一
兆
又
副
乳
頭
は

舎
飼
い
の
た
め
乳
房
炎
に
樅
り
や
す

い
と
さ
れ
嫌
わ
れ
て
い
き
ｒ
経
営

面
積
が
少
な
い
た
め
特
に
経
済
性
の

追
求
は
旺
盛
で
｛
Ｌ

愛
知
県
の
吉
良
横
須
賀
農
協
も
又

し
か
り
、
経
営
に
プ
ラ
ス
に
な
る
牛

を
育
て
求
め
る
の
は
皆
お
な
じ
で
ｒ

私
達
も
、
経
営
の
一
つ
の
柱
と
し

て
個
体
販
売
を
考
え
る
な
ら
、
そ
れ

な
り
に
府
県
酪
農
家
の
経
営
に
適
し

た
乳
牛
改
良
が
今
後
の
一
つ
の
課
題

に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
｛
Ｌ

こ
の
様
な
機
会
を
与
え
ら
れ
た
事

に
感
謝
し
ご
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

~圭
馳Ｉ

〔俵橋地区通信員だより】
侭膏

緑の大地に､輝く未来を’

俵橋小､開校70周年を祝う
卸

シ

俵
橋
小
学
校
の
開
校
七
十
周
年
記

念
式
典
（
実
行
委
員
長
金
子
安
亙

が
十
一
月
二
十
三
日
、
同
校
体
育
館

で
関
係
者
三
百
人
余
が
出
席
し
て
盛

大
に
行
わ
れ
た
。

俵
橋
地
域
は
明
治
四
十
四
年
に
開

拓
の
鍬
が
お
ろ
さ
れ
た
。
五
年
後
の

大
正
五
年
に
中
標
津
で
は
最
初
の
学

校
と
し
て
開
校
し
た
。
当
時
か
ら
現

在
ま
で
六
百
二
十
一
人
が
巣
立
ち
し

た
。
地
域
住
民
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ

と
し
て
愛
着
も
深
く
、
愛
郷
の
塔
が

①
限
り
な
く
美
し
き
心

②
限
り
な
く
広
き
心

③
限
り
な
く
暹
し
き
心

の
願
い
を
こ
め
て
建
立
さ
れ
た
も
の

で
、
故
里
に
生
き
る
吾
等
開
拓
の
初

心
を
心
に
誓
い
あ
っ
た
。

願いをこめて蕊寺きれた記念塔

中標津乳牛改良同志会副会長横田好一 府県では足腰が強靭で、泌乳能力の高い牛を〃
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役
員
の
海
外
研
修
と
し
て
当
農
協

よ
り
私
を
含
め
て
七
人
の
役
員
が
、

全
国
酪
農
協
会
主
催
の
第
二
十
回
ョ

ヨーロッパ酪農視察報告①

鶯見孝副組合長

１
口
シ
バ
酪
農
視
察
団
に
参
加
し
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
酪
農
六
ヶ
国
を
急
ぎ

足
の
研
修
で
あ
り
ま
し
た
が
無
事
帰

国
し
ま
し
た
。

デ
ン
マ
ー
ク
に
入
国
後
、
当
農
協

で
使
用
中
の
牛
乳
分
析
機
メ
ー
カ
ー

・
乳
業
会
社
・
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ア
ー

ア
ド
バ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
（
酪
農
指
導

セ
ン
タ
ー
）
・
ミ
ル
カ
ー
の
メ
ー
カ

ー
・
ス
ト
ラ
ン
ゴ
社
・
酪
農
家
等
を

視
察
研
修
し
デ
ン
マ
ー
ク
を
後
に
し

ま
し
た
。

●
Ｅ
Ｃ
牛
乳
割
当
制
度
実
施

今
回
の
主
な
研
修
目
的
は
Ｅ
Ｃ
酪

農
家
の
経
営
・
施
設
・
機
械
等
に
重

点
を
お
き
視
察
し
た
訳
で
す
が
、
Ｅ

Ｃ
の
酪
農
が
牛
乳
生
産
調
整
と
い
う

中
で
大
変
な
厳
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

Ｅ
Ｃ
八
ヶ
国
で
そ
れ
ぞ
れ
国
別
に
話

し
合
い
が
な
さ
れ
、
全
体
と
し
て
一

九
八
三
年
を
ベ
ー
ス
に
デ
ン
マ
ー
ク

で
は
、
前
年
比
ｅ
五
・
六
％
、
以
降

八
四
年
の
ｅ
｜
％
が
割
当
と
な
り
オ

ー
バ
ー
ペ
ナ
ル
テ
ィ
は
、
一
埴
当
り

五
三
日
乳
価
に
つ
い
て
は
冬
五
九

．
｜
八
円
、
夏
五
一
一
一
・
一
一
一
六
円
。
合
わ

せ
て
環
境
に
対
す
る
政
府
の
要
求
が

出
さ
れ
た
、
牛
糞
尿
の
自
然
流
出
、

自
然
環
境
汚
染
問
題
発
生
に
よ
り
、

折sｈ

酪
農
を
行
う
条
件
と
し
て
、
半
年
分

の
牛
糞
尿
を
貯
蔵
で
き
る
溜
を
（
新

規
に
｝
自
己
資
金
で
五
－
六
年
の
間

に
設
備
す
る
事
を
条
件
づ
け
ら
れ
て

い
る
。

酪
農
家
に
対
し
て
の
指
導
方
法
と

し
て
①
頭
数
の
減
、
②
飼
養
管
理
面

で
は
飼
料
を
減
ら
す
の
二
通
り
で
あ

り
、
頭
数
を
減
ら
し
た
方
が
良
い
と

一
言
う
こ
と
で
一
八
四
年
一
戸
平
均
三
十

九
頭
が
三
十
七
頭
に
減
少
し
て
い
る
、

こ
の
様
な
環
境
の
中
で
最
近
一
週
間

で
も
五
○
～
六
○
戸
が
離
農
（
転
作

も
含
む
）
し
て
い
る
。
現
在
生
産
割

当
達
成
率
は
九
十
九
％
と
な
っ
て
い

る
。次
に
西
ド
イ
ツ
で
は
シ
ュ
レ
ス
ビ

ヒ
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
州
政
府
を
訪
問

西
ド
イ
ツ
酪
農
の
現
状
に
つ
い
て
研

修
し
ま
し
た
が
、
生
産
割
当
中
で
あ

り
生
産
減
少
の
た
め
、
乳
牛
を
減
ら

す
方
向
に
あ
り
、
屠
殺
が
増
え
屠
場

も
処
理
し
き
れ
な
い
の
で
木
戸
止
め

に
な
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

牛
乳
割
当
は
八
三
年
実
績
の
ｅ
四

％
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
は
乳
価
の
二
十
五

％
、
冬
の
乳
価
は
約
六
○
円
、
夏
乳

価
は
約
五
○
円
□

政
策
の
一
環
と
し
て
小
経
営
に
対

し
一
蛇
’
約
八
五
円
の
経
営
停
止
奨

励
金
を
十
年
間
保
証
し
て
、
離
農
政

策
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

酪
農
家
二
戸
と
ス
ー
パ
ー
な
ど
を

視
察
し
西
ド
イ
ツ
で
の
研
修
を
終
え

次
の
研
修
地
オ
ラ
ン
ダ
へ
と
バ
ス
は

走
っ
た
。

オ
ラ
ン
ダ
で
は
五
万
四
千
へ
ク
タ

ー
ル
の
干
拓
事
業
に
つ
い
て
、
資
料

館
で
研
修
を
行
っ
た
後
、
干
拓
地
に

入
植
し
て
い
る
酪
農
家
を
訪
問
し
た
』

こ
こ
は
人
工
授
精
を
し
て
い
な
い
唯

一
の
酪
農
家
で
、
飼
わ
れ
て
い
る
乳

牛
は
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
と
ク
ロ
ー
ニ
ン

デ
ン
種
｛
乳
肉
兼
用
）
で
し
た
。

オ
ラ
ン
ダ
は
、
八
三
年
の
ｅ
八
・

六
五
％
の
牛
乳
割
当
、
乳
価
は
冬
が

五
九
円
、
夏
が
五
二
・
五
円
○
オ
ラ

ン
ダ
を
後
に
空
路
ス
イ
ス
に
入
る
。

ス
イ
ス
の
国
土
面
積
は
北
海
道
の

約
半
分
で
、
大
半
が
山
岳
地
な
の
で

標
高
「
六
○
○
ｍ
以
上
で
も
ア
ル

ペ
ン
放
牧
が
な
さ
れ
て
い
る
。

｜
、
二
○
○
－
一
、
六
○
○
ｍ
の
山

岳
酪
農
と
手
作
り
チ
ー
ズ
小
屋
を
見

学
、
飼
わ
れ
て
い
る
乳
牛
は
シ
ン
メ

ン
タ
ー
ル
種
で
し
た
。
こ
の
地
帯
に

は
牛
乳
の
割
当
は
無
く
、
乳
価
は
キ

ロ
九
二
・
七
○
円
○
ス
イ
ス
政
府
の

侭｡＠、

財
政
は
三
分
の
一
か
観
光
、
三
分
の

一
が
農
業
、
残
り
三
分
の
一
が
サ
ー

ビ
ス
、
保
険
、
金
融
と
な
っ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
ジ
ェ
ト
ロ
（
調
査

機
関
）
川
村
氏
か
ら
最
近
の
Ｅ
Ｃ
酪

農
事
情
に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。

Ｅ
Ｃ
発
足
は
一
九
五
八
年
で
フ
ラ

ン
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
・
ル
ク
セ
ン
ブ
ル

グ
・
オ
ラ
ン
ダ
・
西
ド
イ
ツ
・
イ
タ

リ
ア
の
六
ヶ
国
で
発
足
し
、
後
イ
ギ

リ
ス
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
デ
ン
マ
ー

ク
・
ギ
リ
シ
ャ
が
加
盟
国
と
な
っ
屯

共
同
農
業
政
策
・
共
通
市
場
政
策

を
主
な
柱
と
し
て
い
る
。
な
お
加
槻

予
定
国
は
ス
ペ
イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
。

未
加
盟
国
は
ス
イ
ス
，
ノ
ル
ウ
ェ
ー

・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
各
国
で
｛
Ｌ

世
界
大
国
の
人
ｕ
を
見
る
と
、
中

国
は
十
億
、
イ
ン
ド
七
億
、
Ｅ
Ｃ
は

二
億
七
十
四
万
人
、
ソ
連
二
億
七
千

万
、
米
国
二
億
三
千
万
、
Ｅ
Ｃ
は
米

’
ソ
に
対
抗
す
る
第
三
の
力
を
持
つ

酪
農
先
進
国
と
い
え
る
。

Ｅ
Ｃ
は
農
畜
産
物
す
べ
て
が
生
産

過
剰
で
あ
り
、
Ｅ
Ｃ
輸
出
奨
励
金
制

度
は
ガ
ッ
ト
違
反
で
あ
る
と
ア
メ
リ

カ
が
言
っ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
牛
乳
割
当
は
ｅ
二
％

で
し
た
。
｛
次
号
へ
つ
づ
く
）
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アメリカ・カナダ

酪農人工授精視察研修①
榎田文雄

こ
の
度
、
ｎ
月
３
日
よ
り
Ⅳ
日
ま

で
の
期
間
、
第
ｎ
回
目
の
北
海
道
人

工
授
精
師
協
会
主
催
、
ア
メ
リ
カ
・

カ
ナ
ダ
の
酪
農
、
人
工
授
精
研
修
視

察
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
の
で

自
分
な
り
に
見
て
感
じ
た
事
を
報
告

し
ま
一
％

最
初
の
視
察
地
は
、
大
型
酪
農
が

営
ま
れ
て
い
る
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

で
２
農
場
、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
鮭
大

の
酪
農
地
帯
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州

で
３
農
場
と
、
ア
メ
リ
カ
最
大
の
シ

ェ
ア
を
持
つ
Ａ
Ｂ
Ｓ
家
畜
人
工
授
精

所
巾
規
模
家
族
労
働
で
、
酪
農
を
営

ん
で
い
る
オ
ハ
イ
オ
州
で
、
オ
ハ
イ

オ
Ｄ
Ｈ
Ｉ
と
、
セ
レ
ク
ト
サ
イ
ア
家

畜
人
工
授
精
所
を
視
察
、
カ
ナ
ダ
オ

ン
タ
リ
オ
州
へ
渡
り
、
カ
ナ
ダ
最
大

の
シ
ョ
ウ
、
ロ
ー
ヤ
ル
ウ
イ
ン
タ
ー

・
フ
ェ
ア
ー
見
学
を
は
さ
み
、
ク
リ

ス
ト
フ
ァ
ー
が
生
ま
れ
た
ブ
ラ
ウ
ン

デ
ー
ル
農
場
を
は
じ
め
、
６
戸
の
ブ

リ
ー
ダ
ー
と
人
工
授
精
所
２
ヶ
所
を

視
察
し
、
再
び
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
へ

戻
り
、
シ
ス
コ
か
ら
九
半
日
以
上
の

飛
行
で
帰
国
し
ま
し
た
。

◎
ア
メ
リ
カ
西
海
岸

シ
ス
コ
の
空
港
か
ら
ホ
テ
ル
へ
向

う
パ
ス
か
ら
目
に
つ
く
の
は
、
ホ
ン

伊騒

ダ
、
マ
ツ
ダ
を
は
じ
め
日
本
車
の
多

い
こ
と
、
西
海
岸
で
は
四
割
強
が
日

本
車
で
占
め
ら
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

目
の
当
た
り
に
見
せ
ら
れ
る
と
、
経

済
摩
擦
も
う
な
づ
け
る
。

そ
し
て
、
も
う
ひ
と
つ
、
あ
た
り

ま
え
で
あ
る
が
外
人
の
多
い
こ
と
、

想
像
し
て
い
た
以
上
に
、
黒
人
と
中

国
人
の
多
い
街
で
あ
っ
た
。
そ
れ
と

聞
い
て
い
た
よ
り
ス
マ
ー
ト
な
人
ば

か
り
、
今
の
ア
メ
リ
カ
で
は
太
っ
て
い

て
喫
煙
す
る
人
は
社
会
か
ら
相
手
に

さ
れ
な
い
ん
だ
と
い
う
話
で
あ
っ
た
。

最
初
の
視
察
農
場
へ
向
う
バ
ス
の

中
か
ら
み
え
る
、
丘
や
草
地
は
み
な

茶
色
で
、
す
っ
か
り
枯
れ
て
し
ま
っ

た
よ
う
な
草
地
に
育
成
牛
や
肉
牛
が

放
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
茶
色
の
草
地

も
冬
か
ら
春
に
か
け
て
少
し
降
る
雨

で
青
く
変
わ
る
の
だ
そ
う
だ
。

ス
リ
ー
ピ
ー
ホ
ロ
ー
と
ヌ
ー
ネ
ス

デ
ー
ル
の
２
農
場
を
視
察
さ
せ
て
頂

い
た
の
だ
が
、
２
農
場
と
も
ル
ー
ズ

パ
ー
ン
方
式
で
経
産
牛
三
百
頭
・
禾
経

産
牛
三
百
頭
を
七
名
ほ
ど
で
管
理
し

経
産
牛
は
４
郡
に
分
け
、
乾
草
、
サ

イ
レ
ー
ジ
は
飽
食
、
牛
舎
施
設
は
厚

手
の
波
ト
タ
ン
屋
根
に
占
い
木
造
の

柱
で
哲
素
な
も
の
で
あ
り
、
ス
リ
ー

ピ
ー
ホ
ロ
ー
で
は
旧
式
の
パ
ー
ラ
ー

だ
っ
た
の
で
搾
乳
時
間
を
聞
い
た
と

こ
ろ
、
な
ん
と
朝
晩
四
時
間
半
づ
つ

か
か
る
と
聞
き
び
っ
く
り
。

餌
は
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
ー
の
乾
草

と
オ
ー
ッ
麦
の
サ
イ
レ
ー
ジ
、
年
一

回
の
刈
り
取
り
で
、
草
地
更
新
は
、

ま
っ
た
く
な
し
、
タ
ワ
ー
サ
イ
ロ
は

見
あ
た
ら
ず
、
ど
で
か
い
ス
タ
〃
ク

が
あ
り
、
開
け
ら
れ
た
ス
タ
ッ
ク
は

そ
の
ま
ま
、
日
本
と
あ
ま
り
に
も
違

う
気
候
風
土
と
ス
ケ
ー
ル
に
感
心
す

る
だ
け
で
あ
っ
た
。

乳
牛
は
ポ
リ
ー
ム
十
分
で
平
均
得

点
が
別
点
、
平
均
乳
量
一
万
キ
ロ
を

搾
っ
て
い
る
そ
う
だ
が
、
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
は
生
産
過
剰
の
た
め
、
ス

リ
ー
ピ
ー
ホ
ロ
ー
の
農
場
王
の
話
で

は
生
産
高
で
な
く
、
金
額
で
四
％
ダ

ウ
ン
が
私
の
農
場
に
課
せ
ら
れ
た
生

産
調
整
だ
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
で
は
西
海
岸
が
生
産
調

整
の
一
番
は
っ
き
り
行
な
わ
れ
て
い

る
州
だ
そ
う
だ
。

◎
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州

ア
メ
リ
カ
｜
の
生
産
高
を
誇
る
酪

農
地
幣
、
ｎ
月
だ
と
い
う
の
に
草
地

は
ま
だ
青
々
と
し
、
実
だ
け
を
刈
り

取
る
コ
ー
ン
は
、
す
っ
か
り
枯
色
に

伊冨

な
っ
て
ま
だ
収
穫
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
。
酪
農
規
模
形
態
、
牛
舎
の
か
ま

え
は
、
北
海
道
と
似
て
い
て
、
ス
チ

ー
ル
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
タ
ワ
ー
が

立
ち
、
視
察
し
た
ミ
ル
ア
ル
モ
ア
、

ク
レ
セ
ン
ト
ミ
ー
ド
、
パ
イ
ン
ハ
ー

ス
ト
の
３
農
場
で
は
経
産
牛
は
対
尻

式
牛
舎
で
、
一
見
幽
牛
は
郡
飼
い
。

作
付
は
ア
ル
フ
ァ
ル
ワ
ァ
が
主
体

で
年
３
回
か
ら
４
回
刈
り
、
草
地
更

新
は
４
年
」
無

３
農
場
と
も
乳
牛
の
改
良
に
は
、

熱
心
で
、
Ｔ
Ｐ
Ｉ
上
位
の
も
の
交
配

と
、
Ｅ
Ｔ
と
種
牛
、
雌
牛
の
両
方
か

ら
改
良
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。

パ
イ
ン
ハ
ー
ス
ト
農
場
は
、
平
均

体
格
得
点
こ
そ
鎚
点
と
高
い
が
、
平

均
乳
量
が
７
千
キ
ロ
台
と
低
く
、
あ

と
の
２
農
場
は
平
均
皿
点
な
が
ら
、

｜
万
キ
ロ
近
く
を
搾
っ
て
い
た
。

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
は
生
産
調
整

は
今
の
と
こ
ろ
な
い
が
近
い
将
来
や

ら
ざ
る
を
得
な
い
と
話
し
て
い
た
。

（
次
号
へ
つ
づ
く
）
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十
二
月
を
迎
え
、
一
年
の
経
営
の

成
果
と
反
省
点
を
ま
と
め
る
時
期
と

な
り
ま
し
た
。

酪
農
経
営
で
は
、
全
道
的
に
乳
生

産
が
順
調
な
伸
び
を
示
し
、
十
二
月

か
ら
生
産
調
整
が
再
び
強
化
さ
れ
る

な
ど
経
営
環
境
が
一
層
厳
し
さ
を
増

し
た
年
で
も
あ
り
ま
す
。
来
年
以
降

も
こ
れ
ら
厳
し
い
状
況
が
続
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
一
Ｌ
こ
れ
ら
の
状
況

か
ら
本
年
は
特
に
、
経
営
内
の
問
題

点
を
整
理
し
中
長
期
的
な
視
点
に
立

っ
た
具
体
的
な
改
善
方
策
を
樹
立
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
手
持
ち
の
デ
ー
タ
を
有
効
に
利

用
し
て
経
営
、
技
術
の
分
析
を
。

経
営
分
析
と
言
え
ば
農
業
簿
記
を

記
帳
し
て
い
な
け
れ
ば
と
か
、
技
術

分
析
に
は
個
体
成
績
が
整
理
さ
れ
て

い
な
い
か
ら
で
き
な
い
よ
う
に
一
般

的
に
考
え
ら
れ
が
ち
で
雨
し
か
し

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
整
理
が
な
さ
れ

て
い
な
い
だ
け
で
身
近
か
に
あ
る
も

の
で
す
。
乳
検
成
績
や
、
く
み
か
ん

報
告
書
は
も
っ
と
も
身
近
か
な
経
営

手
持
ち
の
デ
ー
タ
を
有
効
に
利
用
し
て
Ｉ

北
根
室
地
区
農
業
改
良
普
及
所

怖
報
で
す
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
有

効
に
活
用
し
、
経
営
や
技
術
の
分
析

を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で
＋
几

二
乳
検
成
績
の
活
用

酪
農
経
営
に
お
け
る
最
終
的
な
所

得
を
左
右
す
る
も
の
は
、
乳
牛
個
体

の
生
産
性
で
す
。
高
い
乳
成
分
や
産

乳
量
は
所
得
を
増
加
さ
せ
、
》
至
疋
経

営
の
礎
と
な
る
も
の
で
す
か
ら
、
個

体
の
能
力
を
十
分
見
極
め
る
こ
と
が

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
重
Ｌ

表
一
は
、
普
及
所
が
作
成
し
た
個

体
管
理
表
の
一
例
で
す
が
、
個
体
の

泌
乳
特
徴
を
つ
か
む
と
同
時
に
、
時

期
毎
の
産
乳
量
の
変
化
を
と
ら
え
改

善
し
、
改
善
結
果
を
更
に
記
入
し
て

い
く
も
の
で
す
。

乳
検
成
績
は
月
毎
の
産
乳
量
、
乳

成
分
を
検
定
し
て
お
り
、
成
績
の
活

用
が
酪
農
経
営
改
善
の
第
一
歩
で
す
（

三
、
飼
料
分
析
の
活
用

粗
飼
料
の
分
析
も
一
－
二
年
の
間

に
、
農
協
を
中
心
に
活
発
に
お
こ
な

わ
れ
る
よ
？
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が

そ
の
活
用
は
ま
だ
不
十
分
で
あ
り
、

ＩＦ式

飼
料
計
算
へ
の
活
用
が
第
二
の
ポ
イ

ン
ト
で
｛
Ｌ

個
体
や
産
乳
量
に
合
致
し
た
飼
料

（
栄
養
）
を
供
給
し
、
個
体
の
健
康

管
理
と
個
体
の
持
つ
能
力
を
十
分
発

揮
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現

状
に
お
け
る
飼
料
給
与
実
態
を
見
ま

す
と
、
全
体
的
に
飼
料
給
与
量
が
不

足
し
、
そ
の
中
で
も
自
給
粗
飼
料
の

給
与
不
足
が
目
立
ち
ま
す
。
自
給
粗

飼
料
の
給
与
不
足
は
、
繁
殖
生
理
に

大
き
く
影
響
を
及
ぼ
す
と
同
時
に
故

障
牛
を
発
生
さ
せ
て
い
ま
＋
Ｌ
ま
た

濃
厚
飼
料
の
一
律
給
与
は
、
泌
乳
前

期
の
栄
養
不
足
と
、
泌
乳
後
期
の
栄

表１個体別飼養管理整理表

Ｈ別泌乳成績表

１１吟

二
二
一
二
」

》
》
一
華

一
一
》
一
鐸

二
一
》
一
一

一
｝
一
一
一
一

一
一
詫
苞

一
一
へ
》
一

一
ペ
一
一
二

一
串
一
一
一

一
一
》
》
｛
》

》
、
》
一
一
》

②
二
二
⑨

幽家余

RI1--牛Ｚ

生年月日55.11.2Ｆ

，Ⅱ－－ 

_｣」_」_」--｣--｣__｣_」--｣＿｣＿｣__｣.__》1賑次5,904k用

蚊１０－－２瀧次

ケ
、
２
ｆ
１
ａ
Ｑ
「
Ｊ

■
■
 

『
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
『

『
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
閂

『
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅶ

．
『
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
６
『

ゴ
ロ
Ⅱ
■
Ⅱ
Ⅱ
０
『

則
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
副

門
口
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
。
『

■
Ｐ
 

司
壹
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
！
『

■
■
 

■
■
 

剣
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
則

罰
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
凸

『
ロ
Ⅱ
０
■
Ⅱ
０
二

!則ち

護
過
多
を
招
き
、
故
障
牛
の
発
生
と

同
時
に
低
い
生
産
性
の
も
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。

飼
料
分
析
結
果
を
も
と
に
飼
料
給

与
計
算
を
実
施
し
、
個
体
管
理
を
徹

底
し
、
生
産
性
の
向
上
を
図
る
こ
と

が
必
要
で
す
◎

四
組
勘
報
告
書
の
活
用

月
毎
の
組
勘
報
告
書
、
あ
る
い
は

年
次
巣
『
証
表
は
家
計
費
を
含
め
経
営

全
体
の
取
引
の
大
部
分
が
記
載
集
約

さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
こ
れ
を
も
と

に
経
営
を
分
析
す
る
こ
と
も
可
能
で

十
％
特
に
飼
料
費
、
肥
料
費
の
直
接

賛
の
割
合
が
重
要
で
す
が
、
実
質
上

分娩錘過月数１－２－１ 月３ＩＪＩ

１１／２２１１２／２３１１，'２３１２／1８ 検 定｜目（
１
）
産
次
・
分
娩
（
躯
’
Ⅲ
．
－
）
｜
特
一
（
２
）
賑
次
・
分
娩
｛
調
・
皿
・
型

１
■
 

「測乳耐/f八
2６．５１２７．１１２３．５１２５．８ 検定乳、

3Ｊ 3．７１３．６ ３．割Ｆａｌ 

７－F ７．Ｆ ７－４１７．１ ＳＮＦ 

体ｊｌｒｌ７３Ｅ 70［ l2i7（ 

１，／,「発憎(亜付１

,１３１５１１ 源烈．軒

9２２２ 

耐
一
歳
一
一
検

PgLプロ

乾乳８／ＨＣIＩＰ 、 の
所
得
や
家
計
賀
の
充
当
額
な
ど
を

見
る
こ
と
も
必
要
で
｛
し
今
年
は
特

に
実
質
的
な
手
取
り
乳
代
が
下
降
し

所
得
も
下
が
っ
て
い
ま
す
の
で
、
実

質
所
得
を
計
算
し
家
計
費
充
当
額
を

的
確
に
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
ｒ

ど
の
経
営
に
お
い
て
も
、
鮫
終
的

に
は
よ
り
良
い
生
活
を
目
指
し
て
い

る
訳
で
す
か
ら
、
実
質
所
得
の
増
大

を
い
か
に
図
る
か
が
課
題
で
す
。

こ
の
課
題
解
決
の
た
め
、
組
勘
報

告
書
、
乳
検
成
績
な
ど
身
近
か
に
あ

る
デ
ー
タ
を
十
分
活
用
し
、
経
営
と

生
活
両
面
の
改
善
を
図
っ
て
行
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

１１／1７１１２，ｌＲＩｌ／1９１２１８ 定Ｅ

干測乳｛Ⅱ

､８－７１３４－９１２８．６１２６．５ 極宗乳１，｝

３．４２９３．０’２９１」
7-1Ｎ７－７７．７７゜６１１

Ｆｍ 

ＲＮＦ 

7町 7ｍ 陣近ｌ７５Ｃ

B２ 苑hll【稲付）

:|鶏
8.5９．０９，８１ 

３３１２２１１ 
詳記１７ｍ

豚０ｋ 

０ 

０ 

０ 

４ 

３ 

２ 

１ 

表紙成乳泌別Ⅱ 

培家典

３ ２ Ｃ ＧＵⅡ ■Ⅱ 

名

名一月》年牛］生

辨一鞄一瀞．鐘’１ワ一一
』『苞吟叩

分強暴禍/I数’‐‐２－１ Ｌ ２ ３ 』Ｉ

（１）産次・分娩（躯’皿・’十
検定

.Ｆ測牙Ｌ

検定乳

Ｆａ 

５Ｎ 

体

莞 (極１

鰹

飼

孔

735 

１１／2２ 

６，５ 

､４ 

12／2３ 

27.1 

3-6 

7.4 

12／2０ 

ユ／2３

3.3 

7.6 

67(） 

２／1８ 

25.8 

３.］ 

７．９ 

記とIＰＪ 乾乳８／3０

（２）床次・分娩
検定

予測乳，

検定\1Ｊ

Ｆ巳

ＳＮ 

11／ﾕワ

38.7 

３．４ 

7.8 

12／:８ 

34‐９ 

２．９ 

:／１９ 

28.6 

３．０ 

７－７ 

2／1８ 

２６．５ 

２．９ 

７．６ 

体 750 730 700 

皿・豹）
発

慨飼

(澱’

乳 8.5 9.0 

1，．．１２ 

9ｊ］ 

記 117］】、

表１個体別飼養管理整理表
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九
月
初
句
か
ら
始
ま
っ
た
工
事
の

た
め
、
皆
様
に
大
変
ご
不
便
と
御
迷

惑
を
か
け
ま
し
た
。

皆
様
の
暖
か
い
ご
理
解
に
よ
り
ま

し
て
、
十
一
月
二
十
七
日
に
建
物
検

査
を
受
け
ま
し
た
。

長
期
間
に
わ
た
り
、
御
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

次
に
略
図
で
は
あ
り
ま
す
が
、
事

務
所
一
階
の
案
内
と
、
各
課
の
配
潰

図
を
の
せ
ま
し
た
。

－ 
５ 

〔

罰|iii

家
畜
改
良
課

｜
農
産
課
㈱

酪
農

小会議室試験室

一一一’ 応棲＝応棲＝

課
(外］

l／、丘 入口

〆
鰹玄関

〆
lFFRNb 

通 路

三
貝
坤
桓

〈白組
客

竺
蔽
郭
基
営
聖
部
呉
組
合
良
穫
鯉
暦
期
聯
量

［
Ⅱ
Ⅱ
］
［
Ⅱ
Ⅱ
］
［
Ⅱ
Ⅱ
〕
｜
Ⅱ
Ⅱ
］
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
［
Ⅱ
Ⅱ
］

組合員相談議カ
ワ

タ

I開発；辰輿課’

電算室電算室 印刷・書庫
金庫

Ｐ 

品
百
八
、下面玄匿専衣奉事
務
所
一
階
、
略
図

中
標
津
町
農
業
協
同
組
合

苧
スニー｣しパーテーシコシ

便所 織一鰄蜘評
回

座…’便所
管理人室

／ 

一

金融玄関

金融共済評

ボイラー室 山
写
へ
□

興玄段

一、、
。

辰胄別〆

開揚地区通信員だより盛大に開基70周年記念式蝋垳飾れた

開
陽
地
区
開
薙
七
十
周
年
記
念
式
典
〈
房
川

実
行
委
員
長
）
が
行
わ
れ
、
同
地
区
の
人
々
や

来
賓
が
百
五
十
人
余
が
出
席
し
盛
大
に
祝
っ
た
。

式
は
十
時
二
十
分
よ
り
実
行
委
員
長
の
式
辞

で
始
ま
り
、
鈴
木
重
蔵
さ
ん
等
十
人
に
功
労
希

表
彰
記
念
砧
が
贈
ら
れ
た
。
こ
の
後
、
来
賓
の

村
旧
道
議
・
進
藤
町
長
’
町
議
会
議
長
・
中
標

津
Ⅲ
農
協
組
合
長
さ
ん
等
に
祝
辞
を
頂
き
盛
大

に
式
典
を
終
え
た
。

当
開
陽
地
区
は
大
正
四
年
開
拓
が
幕
開
け
そ

の
後
、
昭
和
初
期
に
は
百
八
十
戸
、
農
家
人
ｕ

九
○
○
人
、
郡
部
で
は
中
央
武
佐
に
次
ぐ
発
展

を
し
た
が
打
ち
続
く
冷
害
凶
作
で
離
農
者
が
続

出
し
た
。
戦
後
は
酪
農
主
体
と
な
り
純
農
村
部

落
と
し
て
推
移
し
て
い
る
。
現
在
四
十
八
戸
・

人
口
二
百
五
十
人
で
Ⅵ
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札幌国税局

預
貯
金
や
公
社
債
の
利
子
な
ど
は

利
子
所
得
と
し
て
所
得
税
が
か
か
り

ま
す
が
、
マ
ル
優
制
度
な
ど
い
く
つ

か
の
非
課
税
制
度
が
設
け
ら
れ
て
お

り
、
一
定
の
手
続
き
を
取
る
こ
と
に

よ
っ
て
非
課
税
の
扱
い
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
｛
Ｌ

昭
和
六
十
年
度
の
税
制
改
・
正
に
よ

り
、
こ
れ
ら
の
利
子
の
非
課
税
制
度

を
利
用
す
る
と
き
の
手
続
き
な
ど
が

変
わ
り
ま
し
た
。

〈
少
額
預
金
の
利
子
の
非
課
税
制
度

～
マ
ル
優
Ｉ
の
適
用
を
受
け
と
７

と
す
る
場
合
の
手
続
き
の
改
正
点
〉

①
非
課
税
貯
蓄
申
告
書
な
ど
の
記
救

事
項
に
生
年
月
日
が
加
え
ら
れ
ま

し
た
。

②
金
融
機
関
等
に
非
課
税
貯
蓄
申
告

書
を
提
出
す
る
際
に
は
、
住
民
票

の
写
し
、
印
鑑
証
明
書
、
保
険
証
、

運
転
免
許
証
な
ど
の
書
類
の
い
ず

れ
か
を
提
示
し
て
、
住
所
、
氏
名

及
び
生
年
月
日
の
確
認
を
受
け
な

げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

③
金
融
機
関
等
は
、
そ
の
確
認
を
し

た
場
合
、
非
課
税
貯
蓄
車
里
巨
普
に

確
認
し
た
旨
の
証
印
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
か
け
ま
し
だ

作勇、

④
こ
の
証
印
の
な
い
非
課
税
貯
蓄
申

鐸
墨
曰
に
つ
い
て
の
預
貯
金
等
の
利

子
な
ど
は
、
所
得
税
が
課
税
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◆
適
用
時
期

昭
和
六
十
一
年
一
月
一
日
以
後
に

預
け
入
れ
な
ど
す
る
預
貯
金
等
に
つ

い
て
適
用
ざ
れ
ま
一
％

〈
少
額
公
債
の
利
子
の
非
課
税
制
度

～
特
別
マ
ル
優
～
の
適
用
を
受
け

よ
う
と
す
る
場
合
の
手
続
き
の
改

正
点
〉

改
正
の
内
容
及
び
適
用
時
期
と
も

マ
ル
優
制
度
と
同
様
で
す
。

●
青
色
申
告
で

正
し
い
記
帳
を

本
年
度
の
合
理
化
澱
粉
工
場
の
操

業
が
、
去
る
＋
｜
月
二
十
三
日
で
終

了
し
ま
し
た
。

原
料
処
理
量
は
、
四
八
二
、
一
四

一
一
一
俵
、
製
品
袋
数
、
二
’
二
、
六
○

「
合
儒
繍
謹
創
り

-⑤-⑳-ｅ－ｃ 、

疾囚、

年末の業務日程
業務｜月日側圃>｜営業時贋

旧）

1２．３０ 
午後４時3［
分で終了

一般業務

（州

1２．３１ 貯金，クミ
カン,カワセ

午後３時で
終了 九

袋
、
歩
溜
、
’
八
・
四
パ
ー
セ
ン

ト
、
平
均
ラ
イ
マ
ン
価
、
’
七
・
○
パ

ー
セ
ン
ト
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

耕
作
者
皆
様
の
特
段
の
ご
協
力
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
魂

Ⅸ 

1２．３１ 
l5E1(ﾛ)･22日Ⅲ1.29日
旧)は営業いたします

午後１時で
閉店

ストア

（州

1２．３１ 
12月29,(日)は営業
いたしますスタンド Ⅱ 

帆

1２．３１ 受付時間
午前10時まで

人工授精

業務 月日(HRB） 営業時間

一般業務
旧）

1２．３０ 
午後４時3０
分で終了

貯金，クミ
カン,カワセ

(ＩＤ 

1２．３１ 
午後３時て

終了

ストア

㈹

1２．３１ 
午後１時て
閉店

l5E1([|)･221:(日)･29:；

(11)は営業いたします

スタンド
(1k） 

1２．３１ 
二2)｣29【1(１１>は営業
いたします

人エ授精
㈹

1２．３１ 
受付時間
午前10;l篭で

-⑤‐ ⑳-⑤-⑫､ 
年末の業務日程

醐iilLlJilHIz-￣
ZIi2殖'艤遜潔趣キ
ド'2.ｌＩｌｌＩｌ’’｜暇響は臂蘂
艤''2師輔關￣＿
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今
年
の
原
料
て
ん
菜
は
、
十
月
十

八
日
の
吉
成
さ
ん
を
始
め
と
し
、
十

一
月
十
六
日
を
妓
後
に
出
荷
作
業
を

無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

耕
作
者
に
と
っ
て
健
一
年
で
鎧

も
楽
し
み
な
時
期
で
あ
る
反
而
、
最

も
疲
労
等
に
よ
る
事
故
が
心
配
な
時

期
で
も
あ
り
ま
し
た
。
今
と
な
っ
て

は
、
も
う
遅
い
の
で
す
が
、
今
後
と

も
収
穫
作
業
に
限
ら
ず
、
ど
ん
な
さ

さ
い
な
仕
事
に
際
し
ま
し
て
も
、
注

意
さ
れ
ま
す
と
う
、
お
願
い
致
し
ま

』
。

；
 二
）
て
、
気
に
な
る
収
画
一
里
結
果
に
移

り
ま
す
が
、
一
言
”
今
一
歩
”
と
い

う
の
が
実
感
で
、
今
年
も
秋
の
天
気

に
泣
か
さ
れ
た
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

八
月
の
坪
掘
り
時
に
は
、
昨
年
並

で
は
？
と
予
想
さ
れ
た
の
が
、
以
降

の
天
気
が
パ
ッ
と
せ
ず
、
史
上
學
経
向

と
思
わ
れ
た
昨
年
同
様
、
予
想
を
下

回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
予
想
収
量
を
下

回
っ
た
と
は
言
え
、
天
候
に
は
勝
て

得
な
い
の
が
現
実
、
根
室
管
内
は
も

原
料
て
ん
菜
出
荷
終
え
る

ち
ろ
ん
、
釧
路
管
内
の
単
協
と
比
較

し
て
も
当
農
協
平
均
は
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
で
こ
れ
弥
皇
産
着
皆
様
の
向
卜

精
神
の
賜
物
と
、
自
信
を
も
っ
て
頂

き
た
い
。

結
果
は
次
の
通
り

一
、
作
付
総
而
積

二
五
・
五
六
へ
ク
タ
ー
ル

ニ
、
総
出
荷
量

五
、
’
’
二
九
・
’
六
ト
ン

三
、
ヘ
ク
タ
ー
ル
収
量

四
五
・
三
ト
ン

四
、
個
人
最
高

五
四
・
五
七
ト
ン

ﾛニヨ

約
蝿
扉
罎
辨

し
と
も
後
生
大
事
に
ダ
ン
ス

用
潔
乢
職
押
燗

蛎なの祷っていた…
物
鵡
鮴
職
》

を鳧たことありますが・

號中は大変蕊りだく誉ん
鶴
孵
鰯
鱗
燃

え
る
と
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
と

は
健
康
相
談
や
血
圧
測
定
の
記
録
も

で
き
き
Ｔ
又
、
ち
ょ
っ
と
し
た
健

康
上
の
注
意
も
わ
か
り
や
す
く
書
い

て
あ
り
ま
す
。

病
院
に
か
か
る
時
も
忘
れ
ず
に
持

っ
て
い
っ
て
下
さ
い
。
今
ま
で
の
健

康
の
記
録
で
す
。
医
師
が
そ
れ
を
診

断
や
治
療
の
参
考
に
し
ま
す
か
鬼

年
に
一
度
検
診
の
時
だ
け
使
う
の

で
は
な
く
、
毎
日
の
生
活
に
活
用
し

て
下
さ
い
。

最
後
に
成
人
病
検
診
の
結
果
は
シ

１
ル
で
送
っ
て
い
ま
丈
忘
れ
ず
に

手
帳
に
は
っ
て
下
さ
い
。

ハンドルをにぎったら必ず守ろう｡〃

冬道の安全運転Ｓ貝Ｕ
ｒ可

①有効な滑り止め装置を着装する

②安全な車間距離を保つ
③安全な速度を必ず守る

④急ﾊﾝﾄﾞﾙ急ﾌﾞﾚｰｷ急瀧川`’

唇)視界不良のまま運転を継続しない
（北海道警察釧路方面本部･薮釧路方面交通安全協会･釧路方面安全運転管理者協議会）
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乳量 前年比

上旬 １７()7.750 1062 

[1ｺ旬 l65a610 106-5 

下旬 目.616.550 1060 

計
に１

ノ」 4,977,910 ]06.2 

'１月より累愚’ 4４，４８９，６００ ﾕ06.4 
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１４８ 

氏名 上旬 中，旬 下旬 氏名 。■■引仙皿一白Ｉ■・Ｐ卍勺 と‐旬 で，旬 氏名 上旬 中旬 下旬
西１１１－義 真野光章 武Ｈ」厚志,

佐々木邦夫 寺島事 後木意干し し し

赤波江一彦 佐藤遥治 し 久保栄興

;］下一芳 佐藤忠男 新井真

加茂ｊＥ穀 佐藤ギ'１男 片野樽

佐々木政イ÷ し 塩［ﾛ韓治 し 第二俣 二句」

豆友盛行 五一}-嵐徳次 西村徳守

高島頁作 ｌｔＩＬ､7回（』112蕊 西垣祥

福島信一。 山本秀夫 保科情

古［F１超雄 安達和永 松岡喜代之助

本多萌 賀詔一一 田代昭

:i二村敏夫 貿正治 井口則一

真野男 篠永采 安江孝男

多田俊夫 UＪ 
ｑ１I 侯落 世区ヰメ 3K侍広昭

小岩正・‐ ｜原栄一 斉藤．婿

伏見哲 大水敏夫 1IjIユ宏幸

同母」'１．.平 小林金司 峰松秀樹

武佐 地区二京 仮橋松寿 汕一美

丹羽学 ﾆレ 岩井 昇 片岡宅次

丹羽賢一. 服部一・好 弾正原ｊＺ春

[1’司哲雄 lし ’し 遠藤幸一一 国光 昭

上原徳保 １１ 遠藤正幸 壺寛薄１首行

_Ｌｌ隣」上,甑 高橋文夫 勵佐伯雅祝

舟橋清高 松村晴庄 来栖寛

酒井消志 小山茂 '１１村清身

目黒雅隆 ■凸
』

本村Ｉ竜毒 力I』藤繁

｢￣鑑雷季 ･し 清原弘 荻原蝶七

児玉光彦 '二村弘志 星野昇首Ｉ

白田慶和 可■ I・」h石ｆで旨」Hｆ 滝本広

;沖に精一． １し 上村力 滝ケ平義lJl
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鳫容Ⅱ．寿、 ；業ｌ尿’百ZZ1X 八木原Ｈ）}治郎
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－１ 

花尻武夫 遠藤照一 qし L,】７論卿型雄
田

Ｉ’ 1〆

rtl冬「ｈ治 阿部稔 １ﾘノ １１ノ ＸＩノ 前原秀隆
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萱岡信兵 11」崎民蔵 １ゾ 房Ｉ［喜情
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【|］塚秀夫 藤田誠一一 富沢保男 ］ 
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■ 
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遠藤与畏二

宮田実 ＰＩ／ 
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藤井弘美 、，

佐藤一・広 １［ １Ｖ 鷲見羊 ｣上村一仁

清原賢.‐ 真部愈 杉本匡視

湯１１１穂 １１′ 1ゾ 漉湛Ｆｌｌ秋 田島義一 １ 

’一ｆ易一Ｈ１･=壺護－－男一 ￣￣０－ 
!￣ｒ、

ⅡＩ －０ 田代義裕 １１／ 】リ 佐藤載康
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西ブキ武 １。 /;、谷盛.. 竹下日
■ 

1－ 

土井.上信一． 秋Ｌ』：政雌 11／ ユl／ 柳田治郎
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/1、沼悟 広瀬清野 青木ふさＺ 1￣ ／ 

熊谷正 半沢和美

奉三・本 ＤｌＯｌＯ 笠原良夫 １１／ 横田好一． ｒ 
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Ｃ搾孚[が終るたびに洗浄

●ライナーとミルクチューブの定期交換

●ミルキングシステムの定期点検

※検盃ランク２の場合は'1ｶ日出荷乳赴に1kg当り５｢ﾘ、３以上の場合は
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、 ノ

ｈ
旬 1１ 

下
旬

上
旬

中
旬

下
旬氏 嚢 氏 堵 β9尾□

旬 Ｉ 

’
し
レ

シ
残

幌一郎市佳挫碆｜“
幹

光
清
勝

０｜Ｌ 
地

地－０辨
些

ソ

津

区
Ｏ
０
ｌ
０
０
０
０
０
弘
一
Ｌ
－
０
ｒ
０
０
ｌ
０
０
０
０
ｌ
０
０
１
ｌ
 

瀬

州崎馴繩仙一執啼
渕
崎
藤
田
谷
細

辺
一
隈

藤
藤
月
築
田

部
藤

鰄Ｍ｜“繩｜“
橋
倉
林

館
本

州一“》峅辨
長
石
林
高
連
永
長

渡
一
松
占

佐
佐
望
白
武
高
熊
小
阿
佐

土 井
同

中
丸 田

貞
一
多
一
仁
祐
雄
一
一
忠
一
和
秀

義一門一郭蔵弘幸弘一勝一也一翠稔男一実行一一豊一夫楕嘉一美一拡一雄一東男一博｜勇一夫吉夫一六男陽一男一吾一男一汗華夫菱一一一一夫

１
’
０
’
１
０
ｌ
０
０
０
ｌ
０
Ｌ
ｌ
０
ｌ
０
０
１
ｌ
０
０
０
Ｌ
｜
ル
ー
０
０
’
０
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
Ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
０
ｌ
０
０
地
－
０
’
０
’
０
０
０
０
０
’
０
０

０ 

０ 

０ 

０ 

１し

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

］１． 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

区

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

し

０
０
０
ソ

Ｕ 

飯
一
飯
一
奥
奥
一
中
一
阿
鈴
両

島
一
島
田
田
一
山
一
部
木
疽

Ｆ 

１ 

Ｉ 

中山進＝
阿部俊勝

Ｉ 

小原治

吉田正行

Ｉ 

Ｉ lⅢ 

竹村満夫
一

高橋常次

化川稔

今井照舅

［ 

筒
一
筒
一
室
要

富良―祐一
丼
井
一
丼
一
冊

男
秋
一
二
稔

善
一
鰹
－
久
道
一
木
一
氷
一
幸
政
一
一
敏
彦
茂
一
正
一
一
一
｜
開
一
昭
一
全
一
輝
卜
紐
寿
勝
｜
栄
一
良

Ｆ 

■
■
 鑑 Ｆ 

松［１１吉」Ｅ

舟ｌＨ正義

０ 

、

菊地良

遠’１１要三
佐藤末美

佐藤拡 万刃【

長尿路 情 ［ １ 

大野富夫

吉成努
福付守

ｌ「 ［ '０ 

０
０
０
－
－
区
ｌ
－
０
ｌ
０
０
０
０
０
－
山
一
０
０
０
０
’
０

０ 

遠藤弘成 ０ 

０ 中
欣
恭
一
晴
一
慎
一
腿
一
良
一
純
一
昭
幸
繁
信
萱
一
幸

標
一
一
民
久
一
二
一
郎
罵

［ 

山
坂
一
川
場
保
我
城

坂
井
水
藤
森

綏
綏
霄
滝
久
久
正
荒
桜
佐
佐

一一一

Ｉ 

Ｉ 

ﾛ 

ｌ【

Ｕ 

Ｉ 

紀已夫 Ｕ 

0 

雄
一
義
剤

Ｕ 

質のよいミルクをつくるために
これだけは守りましょう。

Ｓっのルール●手と?L房を清潔にすること
⑨搾\し装面を正しく選び正しく使うこと

●ミルクの適切な冷却と貯蔵

⑥搾孚Iが終るたびに洗浄

●ライナーとミルクチューブの定期交換

●ミルキングシステムの定期点検

蕊検査ランク２の場合は当日出荷乳赴に1kg当り５['１，３以上の場合は

501Uのペナルティが課ｾﾞ‐られます。

氏名 上旬 ’中旬 ド旬
鈴木惨 ｌＬ 

高橋一男

高Ｗｚ幸夫

[|エ本要 lし

半沢利平

国見・男 １１参，

国園一窯

斉藤哲雄 １１ 

下旬
斉藤栄七

1J」膝秀子

千葉楕正 ｌＬ 

１し

］し

当幌地 』も 長渕貞義 １， 村井直行 】、

飯島光匠郎 石崎多門 111崎陸

飯島清市， 神化:-一郎 １O 
Ｌ＝ 後藤田信夫 １－ 

奥Ｈ１勝佳’ 高藤祐蔵 斉須清志’ １ １’ 

照Ｒ目ｌ碇‘艦 連Ｈ１弘 し 今フキ端情 】し，

[．Ｌ,進一一P■ 永谷雄幸 :l」田昭男

阿部俊ｉ勝 長細弘 房ノ:Ｉ和津 】し’０
鈴木祥幹 麻郷地忠勝 井上亮夫 Ｏ’０ 

西垣丈夫 /｣、金:・和也
■ 

’ＨＰ 笠井剛 ００ 

小原治 花ｌ［秀.． 赤堀岩男 １J ’し

田正行 古沢翠 鈴木敏夫 ０ ］ｉノ

竹村満夫 化ｌｌ：穂 開陽牧場 ’１Ｖ 
高橋常次 し 今ｊｆｊｉ蝉！男 １６ 

△ 懐濡 山区 i｣と．

筒井嵩男 岡部実 名趣優、

筒井良秋 渡辺善行 乾雅晴

室ｊｉ３祐三 松隈健二 乾洋

安｝Ⅱ稔 皆瀬豊 lｒ１ lﾗlj泉瓦 ルー

:ｌｊＨ１－‐男

松［1］舌」Ｅ

[ヂ 藤本久夫

'j、ノ「精

１－ 
Ｌ 大ﾛ：富雄

;』由下孝冗

１１： 
￣「5￣

0 

0 

府ｆ」ｊ[：衰 ，佐藤道嘉 ｣上川栄 Ｏ’0 

菊地良 し ，佐藤木美
■■￣宇一■■

水本上一一 １し0

連）I］要是 ｜佐藤拡 水本みどり

佐藤水雄 111本肩

長IR路情 佐藤束 榎田英雄 １’ 

ベ野富夫 l' 望ノ］幸男 ﾄノ 穴吹貞明

吉成努 白築政博

福付守 武田男 佐々木IJI｛雄 ］し
連藤払成 ル

ー lノ 橋敏夫 野口史朗

熊倉彦吉 太田功

中標津 Nｉ ［〆 小林茂夫 岡次郎

緩坂１Ⅸ‐‐ Ｌｌ 
－Ｉ 阿部ｊＨ六 金子安有

綏坂恭民’ 佐藤二男 嵩野國雄

吉ｊ１１階久’ 開陽地 Z, [}：林忠雄 ３レ

滝場慎孔 -.-拝｝‐、里、 .~.藤ｌＨ嗜日ノ １.プ

久保塵・郎 向館金吾’0 赤波江精
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久我良夫 世 ::１Ｈ１輝男０ 沢［］俊夫
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休藤檮弄 高橋勝錠 福島昭憲

三森章苛１ Iノ 中本栄．＝ ｜下川原塵方 ０Ｖ 

下ＬＬ；幸一一 ’0 丸Ｈ】良夫 ｌ＝鐘『酉；弁

１１月乳
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こ
の
絵
の
中
に
は
、
い
く
つ
間
違

い
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
間
違
い
を

見
つ
け
て
、
そ
の
数
を
ハ
ガ
キ
に
書

い
て
送
っ
て
下
さ
い
。

〔
応
募
規
定
〕

①
官
製
ハ
ガ
キ
に
答
え
弁
響
い
て
送

っ
て
下
さ
い
。

②
語
な
た
の
氏
名
・
住
所
・
年
令
を

書
い
て
下
き
い
。

③
対
象
翠
亭
Ⅱ
小
・
中
学
生

④
宛
先
Ｍ
１
中
標
津
町
東
七
』
粂
南
二
丁

』

多りこ ｌｑ ｌｑ 

=＝=ﾐﾐﾆL=L＝ 

三i:ニラiｉ
／'丁〒〒、

； 

目
中
標
津
町
農
協
組
織
広
報
係

⑤
締
切
日
Ⅱ
十
二
月
二
十
日
ま
で

☆
応
募
下
さ
っ
た
方
に
は
全
員
参
加

賞
を
差
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
正

解
者
に
は
当
り
賞
を
贈
呈
い
た
し
ま

す
の
で
多
数
応
募
下
さ
い
。

☆
発
表
は
二
月
号
紙
面
で
い
た
し
ま

『
ｃ

１
 

〔
十
月
回
春
の
当
選
者
〕

＋
凡
骨
の
正
解
は
「
四
つ
」
（
下
の

図
の
○
印
）
で
し
た
。
応
募
者
数
十

.■ 

Ｃｌ Ｃｌ 

０１． 
－ 

爵

⑪ EDn､内パEDn､内パ厚、
￣ 

こ～二こ～二

三
名
で
正
解
者
は
全
員
で
し
た
。

正
解
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

西
武
佐
佐
篠
昭
彦
く
ん

〃
花
尻
真
人
く
人

〃
化
尻
真
吾
く
ん

〃
花
尻
真
由
美
ち
ゃ
ん

〃
藤
原
行
希
ち
ゃ
ん

〃
藤
原
智
満
く
ん

開
陽
高
橋
春
樹
く
ん

西
竹
滝
ケ
平
由
香
ち
ゃ
ん

南
中
佐
藤
洋
之
く
ん

豊
岡
白
築
萌
ち
ゃ
ん

俵
橋
中
林
英
司
く
ん

〃
中
林
誠
司
く
ん

〃
中
林
亜
紀
子
ち
ゃ
ん

(j鰹;#鍵
凋

撞 燐珍妙｢Ｈ字昌垣≦望

?ｸ： 

夕 〈
十
月
号
の
間
違
い
個
所
〉

､二

ｊ 
■ 

ＶＩＡ、

◎
申
告
納
税
制
度
を
支
え
る
た
め
に

わ
が
国
の
税
制
は
、
自
分
の
所
得

の
状
況
を
鎧
も
よ
く
知
っ
て
い
る
納

税
者
が
、
自
ら
税
法
に
従
っ
て
自
分

の
所
得
と
税
額
と
お
正
し
く
計
算
し

て
申
告
し
納
税
す
る
と
い
う
、
「
Ⅲ
告

納
税
制
度
」
を
採
用
し
て
い
ま
す
ｂ

そ
れ
だ
け
に
、
納
税
者
の
皆
さ
ん

一
人
一
人
が
税
の
役
割
を
正
し
く
理

解
し
、
納
税
は
市
民
社
会
を
支
え
笏

た
め
に
皆
が
守
る
べ
き
ル
ー
ル
で
あ

知抓おきたい
毎駐

の知灘
く根室税務署〉

操
と
ダ
ン
ス

を
す
る
の
が

現
在
一
言
の

楽
し
み
と
語

る
岩
奥
さ
ま

で
す
。

台
目
号
②
表
紐
Ｅ
｜
］
一
房
伯
侵
橋
雌
区
α
瓠
一
人
一
匹
５
品
一
ぎ
さ

〃
一
一
一
十
四
す
て
す
。
小
学
六
年
生
の
男
の
子
を
霞
に
一
一

男
一
女
の
子
宝
に
恵
ま
れ
、
育
児
と
仕
事
で
結
婚
し
て

十
一
一
一
年
が
、
｜
の
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
ま
し
た
と
話
さ
れ

て
い
｛
一
ひ
し
だ
。
農
馬
期
に
な
る
と
、
手
編
で
家
族
全
盲

に
冬
物
セ
ー
タ
ー
を
着
せ
尼
い
と
仕
上
げ
の
最
□
・
で
し

だ
。
こ
の
地
凶
は
社
交
ダ
ン
ス
愛
好
者
が
多
く
、
冬
に

は
る
と
遇
に
一
回
弁
当
持
参
で
生
活
館
に
集
り
榿
戟
蚕

月
号
の
表
紙
二
］
一
房
は
俵
橋
雌
区
⑪
六
一
匹
ふ
み
子
嵩

十
四
す
て
す
。
小
学
六
年
生
の
男
の
子
を
霞
に
一

更
、
子
宝
『
」
患
宝
、
、
一
言
月
と
土
事
で
盾
層
し
て

る
と
の
意
識
の
下
に
、
申
告
納
税
制

度
を
自
分
た
ち
の
も
の
と
し
て
育
て

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
、
Ｔ

税
務
署
で
は
、
申
告
納
税
制
度
の

基
本
で
あ
る
「
正
し
い
申
告
と
納
税
」

の
た
め
に
、
広
報
・
相
談
・
指
導
・

調
査
を
通
じ
て
、
正
し
い
税
知
識
の

普
及
や
税
負
担
の
公
平
確
保
に
努
め

て
い
ま
す
が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
申

皆
納
税
制
度
の
主
役
は
納
税
者
の
皆

さ
ん
で
す
ｂ

そ
の
た
め
、
税
務
署
で
は
、
地
方

公
共
団
体
，
税
理
士
会
’
関
係
民
間

団
体
等
外
部
と
の
連
携
を
積
極
的
に

推
進
し
、
理
想
の
申
告
納
税
制
度
の

定
着
に
努
め
て
い
ま
十
％

露
」

|表i狂三頁


